
JP 2017-202024 A 2017.11.16

10

(57)【要約】
【課題】保温性が高められた掛け布団を提供する。
【解決手段】長方形状に延びる第１布部２と、第１布部
２に重ね合されて長方形状に延びる第２布部と、第１布
部２と第２布部とを格子状に縫い合わせることによって
形成された複数の隆起部Ａ１，Ａ２，Ａ３と、第１布部
２及び第２布部の幅方向の両端のそれぞれにおいて長手
方向Ｄ２に延びるパイピング１０と、を備える。長手方
向Ｄ２の少なくとも一端に位置する複数の第２隆起部Ａ
２は、他の隆起部Ａ１，Ａ３と比較して高く盛り上がっ
ている。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長方形状に延びる第１布部と、
　前記第１布部に重ね合されて長方形状に延びる第２布部と、
　前記第１布部と前記第２布部とを格子状に縫い合わせることによって形成された複数の
隆起部と、
　前記第１布部及び前記第２布部の幅方向の両端のそれぞれにおいて長手方向に延びる錘
部と、を備え、
　前記長手方向の少なくとも一端に位置する複数の前記隆起部は、他の前記隆起部と比較
して高く盛り上がっている、
掛け布団。
【請求項２】
　前記長手方向の両端に位置する複数の前記隆起部は、他の前記隆起部と比較して高く盛
り上がっている、
請求項１に記載の掛け布団。
【請求項３】
　前記錘部は、繊維によって構成されている、
請求項１又は２に記載の掛け布団。
【請求項４】
　前記幅方向の両端に位置する前記隆起部の幅は、他の前記隆起部の幅よりも狭い、
請求項１～３のいずれか一項に記載の掛け布団。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の隆起部を備えた掛け布団に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、羽毛布団等の掛け布団は知られており、掛け布団は使用者の身体に乗せられ
て使用される。実用新案登録第３１８３３３２号公報には、表地と裏地とを格子状に縫い
合わせることによって複数の区画室を形成し、各区画室に羽毛が充填された羽毛掛け布団
が記載されている。この羽毛掛け布団では、その幅方向の中央部分の区画室は他の区画室
よりも高く盛り上がっている。このように幅方向の中央部分が高く盛り上がることにより
、中央部分における温かさの確保を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１８３３３２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、前述した掛け布団では、幅方向の両端と比較して幅方向の中央部分が高
く盛り上がっているので、幅方向の両端から掛け布団の下に空気が進入しやすい。また、
幅方向の中央部分が盛り上がっているだけなので、長手方向の両端からも掛け布団の下に
空気が進入しやすい。このように掛け布団の端部から掛け布団の下に空気が進入しやすい
ため、掛け布団の保温性の点で改善の余地がある。
【０００５】
　本発明は、保温性が高められた掛け布団を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一側面に係る掛け布団は、長方形状に延びる第１布部と、第１布部に重ね合さ
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れて長方形状に延びる第２布部と、第１布部と第２布部とを格子状に縫い合わせることに
よって形成された複数の隆起部と、第１布部及び第２布部の幅方向の両端のそれぞれにお
いて長手方向に延びる錘部と、を備え、長手方向の少なくとも一端に位置する複数の隆起
部は、他の隆起部と比較して高く盛り上がっている。
【０００７】
　この掛け布団は、幅方向の両端のそれぞれにおいて長手方向に延びる錘部を備えている
。従って、幅方向の両端が重くなることによって幅方向の両端が垂れ下がるので、幅方向
の両端から掛け布団の下に空気を入り込みにくくすることができる。また、長手方向の少
なくとも一端に位置する複数の隆起部は、他の隆起部と比較して高く盛り上がっている。
よって、この長手方向の一端の隆起部が下に垂れ下がりやすくなるので、長手方向の一端
から掛け布団の下に空気を入り込みにくくすることができる。従って、掛け布団の端部か
ら掛け布団の下に空気を入り込みにくくすることができるので、掛け布団の保温性を高め
ることができる。
【０００８】
　また、長手方向の両端に位置する複数の隆起部は、他の隆起部と比較して高く盛り上が
っていてもよい。ところで、掛け布団では、長手方向への向きを逆にしても同じように使
えることが望まれている。そこで、上記のように長手方向の両端に位置する複数の隆起部
が高く盛り上がっている場合には、掛け布団の長手方向への向きを逆にしても、逆にしな
い場合と同様の効果が得られる。従って、掛け布団の長手方向への向きを逆にしても、保
温性が高められた掛け布団とすることができる。
【０００９】
　また、錘部は、繊維によって構成されていてもよい。この場合、肌触りが良好で且つ高
いしなやかさを備えた錘部とすることができる。また、繊維以外の材料で錘部が構成され
ている場合と比較して、錘部が身体に当たったときの身体への違和感を低減させることが
できる。
【００１０】
　また、幅方向の両端に位置する隆起部の幅は、他の隆起部の幅よりも狭くてもよい。こ
のように、幅方向の両端に位置する隆起部の幅を狭くすることにより、幅方向の両端から
垂れ下がる隆起部の体積を小さくすることができる。従って、掛け布団を幅方向にずれに
くくすることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、保温性が高められた掛け布団を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施形態に係る掛け布団の配置の一例を示す斜視図である。
【図２】図１の掛け布団を示す平面図である。
【図３】図３（ａ）は、図１の掛け布団において長手方向に並設された隆起部を示す側面
図である。図３（ｂ）は、長手方向の端部における図３（ａ）の隆起部を示す斜視図であ
る。
【図４】図４（ａ）は、図１の掛け布団を示す斜視図である。図４（ｂ）は、図４（ａ）
のパイピングの端部を拡大させた斜視図である。
【図５】パイピングと第１布部と第２布部と内容物とを示す断面図である。
【図６】図６（ａ）は、図１の掛け布団と比較例の掛け布団とを比較した実験の結果を示
すグラフである。図６（ｂ）は、第２隆起部を上にして使用した場合と第２隆起部を下に
して使用した場合とを比較した実験の結果を示すグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら掛け布団の実施形態について説明する。以下の説明では、同
一又は相当する要素には同一の符号を付し、重複する説明を省略する。
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【００１４】
　図１は、本実施形態に係る掛け布団１の斜視図である。図２は、掛け布団１の平面図で
ある。本実施形態において、掛け布団１は、羽毛布団であり、ベッドＢ上のマットレスに
乗せられて使用されるベッド用の掛け布団である。掛け布団１は、全体として長方形状を
呈する。掛け布団１は、長方形状の第１布部２と、第１布部２の裏側に位置する長方形状
の第２布部３と、掛け布団１の幅方向両端のそれぞれに設けられたパイピング１０（錘部
）とを有する。第１布部２及び第２布部３は、例えば、互いに同一の形状及び同一の大き
さとされている。
【００１５】
　掛け布団１は、平面視における（第１布部２及び第２布部３の面外方向から見たときの
）中心Ｃを通ると共に幅方向Ｄ１に延びる基準線Ｌ１に対して互いに対称となっている。
このように、掛け布団１は、基準線Ｌ１に対して互いに対称とされているため、長手方向
Ｄ２への向きを逆にしても、逆にしない場合と同様に使用可能である。第１布部２及び第
２布部３は、幅方向Ｄ１及び長手方向Ｄ２に延びている。幅方向Ｄ１は、例えば、長手方
向Ｄ２と直交している。第１布部２及び第２布部３の材料としては、綿、ポリエステル、
レーヨン又はリヨセル等、種々のものを用いることが可能である。
【００１６】
　第１布部２は、二つの短辺２ａと二つの長辺２ｂとを有しており、第２布部３も同様の
短辺３ａと長辺３ｂとを有する。第１布部２の短辺２ａと第２布部３の短辺３ａとが合わ
されると共に、第１布部２の長辺２ｂと第２布部３の長辺３ｂとが合わされた状態で、短
辺２ａと短辺３ａ、及び長辺２ｂと長辺３ｂが縫い込まれる。これにより、第１布部２と
第２布部３とが縫い合わされる。
【００１７】
　掛け布団１は、第１布部２及び第２布部３によって形成される内部空間を仕切ると共に
長手方向Ｄ２に延びる複数の第１マチ部４と、当該内部空間を仕切ると共に幅方向Ｄ１に
延びる複数の第２マチ部５とを有する。例えば、第１マチ部４は４本設けられており、第
２マチ部５も４本設けられている。
【００１８】
　第１マチ部４及び第２マチ部５は、第１布部２及び第２布部３において互いに直交して
いる。また、４本の第１マチ部４は互いに等間隔となる位置に配置されており、４本の第
２マチ部５も互いに等間隔となる位置に配置されている。第１マチ部４及び第２マチ部５
は、例えば立体キルトであるが、直キルトであってもよい。
【００１９】
　４本の第１マチ部４と４本の第２マチ部５によって、掛け布団１は、その内部空間Ｓ（
図５参照）の数が２５（５×５）となるように仕切られており、仕切られた内部空間Ｓの
それぞれには内容物６が収容される。各内部空間Ｓへの内容物６の収容によって、掛け布
団１は、第１布部２及び第２布部３の面外方向である厚さ方向Ｄ３に盛り上がる複数の隆
起部Ａを形成する。
【００２０】
　図１に示されるように、隆起部Ａは、例えば、上に大きく丸みを帯びて湾曲したドーム
状に盛り上がっている。隆起部Ａは、第１マチ部４及び第２マチ部５によって格子状に形
成されている。また、内容物６は、例えば羽毛（羽根）である。掛け布団１では、内容物
６を羽毛とすることによって、膨らんだ羽毛の中に熱を閉じ込めることが可能となってお
り高い保温性を発揮する。
【００２１】
　隆起部Ａは、幅方向Ｄ１の両端に設けられる第１隆起部Ａ１と、幅方向Ｄ１の両端に設
けられる２列の第１隆起部Ａ１の間において長手方向Ｄ２の両端に設けられる第２隆起部
Ａ２と、平面視における第１隆起部Ａ１及び第２隆起部Ａ２の内側に設けられる第３隆起
部Ａ３と、を含んでいる。第１隆起部Ａ１、第２隆起部Ａ２及び第３隆起部Ａ３は、形状
及び大きさが互いに異なっている。
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【００２２】
　平面視において、第１隆起部Ａ１の長手方向Ｄ２の長さは、例えば、第２隆起部Ａ２の
長手方向Ｄ２の長さ、及び第３隆起部Ａ３の長手方向Ｄ２の長さ、と互いに同一である。
これに対し、第１隆起部Ａ１の幅（幅方向Ｄ１の長さ）は、第２隆起部Ａ２の幅、及び第
３隆起部Ａ３の幅、のいずれよりも狭い。
【００２３】
　図３（ａ）及び図３（ｂ）は、横方向からベッドＢ、マットレスＭ及び掛け布団１を見
たときの側面図である。図３（ａ）及び図３（ｂ）に示されるように、第２隆起部Ａ２は
、他の隆起部よりも（第１隆起部Ａ１及び第３隆起部Ａ３のいずれよりも）高く盛り上が
っている。第２隆起部Ａ２を形成する第１布部２の面積は、他の隆起部を形成する第１布
部２の面積よりも大きくなっている。
【００２４】
　第２隆起部Ａ２を形成する第１布部２の長手方向Ｄ２の長さは、他の隆起部を形成する
第１布部２の長手方向Ｄ２の長さよりも長くなっている。具体的には、第２隆起部Ａ２を
形成する第１布部２の長手方向Ｄ２の長さは、他の隆起部を形成する第１布部２の長手方
向Ｄ２の長さよりも３０％程度長い。これにより、第２隆起部Ａ２は他の隆起部よりも大
きいドーム状とされている。第２隆起部Ａ２は、幅方向Ｄ１に沿って複数配置されており
、第２隆起部Ａ２が設けられる掛け布団１の部位は、使用者の襟元及び足元が接触する部
位に対応する。
【００２５】
　このように第２隆起部Ａ２を形成する第１布部２の面積を大きくすることにより、内容
物６が詰められて形成された第２隆起部Ａ２は、より高く盛り上がっている。第２隆起部
Ａ２に詰められる内容物６の量は、例えば、他の隆起部に詰められる内容物６の量よりも
多い。
【００２６】
　第２隆起部Ａ２の裏面（第２布部３）側は、他の隆起部と同程度に盛り上がっている。
すなわち、第２隆起部Ａ２の裏面側の隆起部を形成する第２布部３の面積は、他の隆起部
を形成する第２布部３の面積と同程度である。このように、第２隆起部Ａ２は第１布部２
（上側）のみに設けられている。
【００２７】
　図３（ｂ）に示されるように、長手方向Ｄ２の両端に位置する第１隆起部Ａ１には、第
１布部２の幅方向Ｄ１の途中部分Ｐから長辺２ｂ，３ｂに向かって延びるタックＴが設け
られている。タックＴは、例えば２本設けられる。タックＴは、第２隆起部Ａ２の形成に
よって拡大された第１布部２の面積を、第１布部２を折り曲げて吸収するために設けられ
る。
【００２８】
　図４（ａ）は掛け布団１の斜視図であり、図４（ｂ）は掛け布団１の隅部を拡大させた
斜視図である。図４（ａ）及び図４（ｂ）に示されるように、パイピング１０は、掛け布
団１において長辺２ｂ，３ｂに沿って設けられている。パイピング１０は紐状とされてい
る。
【００２９】
　パイピング１０は、繊維によって構成されている。パイピング１０の材料は、例えば、
ポリエステル又はナイロンである。パイピング１０は、糸で構成された複数本（例えば２
本又は３本）の紐状部材が螺旋状に撚られて接合されることによって構成されている。こ
のようにパイピング１０は繊維によって構成されているので、使用者等がパイピング１０
を持ってもパイピング１０が重いという印象を与えにくくすることが可能となっている。
また、パイピング１０の比重は、掛け布団１の他の部分（第１布部２、第２布部３及び内
容物６）の比重よりも大きくなっており、パイピング１０は掛け布団１の錘部として機能
する。このように長辺２ｂ，３ｂに沿うパイピング１０を配置することにより、掛け布団
１が幅方向Ｄ１から捲れにくくなっている。



(6) JP 2017-202024 A 2017.11.16

10

20

30

40

50

【００３０】
　図５は、パイピング１０の横断面と、第１布部２及び第２布部３に対するパイピング１
０の取り付け構造を示す断面図である。図５に示されるように、パイピング１０の断面は
、例えば円形状であり、第１布部２及び第２布部３の厚さよりも厚い。パイピング１０は
、例えば直径が０．５ｃｍ以上且つ２．０ｃｍ以下とされた極太パイピングである。パイ
ピング１０は、パイピング１０の円弧状に湾曲した外周面１１から径方向外側に突出する
突出部１２を備える。突出部１２は、外周面１１から例えば外周面１１の直交方向に突出
している。
【００３１】
　掛け布団１では、前述の突出部１２が第１布部２と第２布部３との間に挟み込まれ、第
１布部２、突出部１２及び第２布部３が糸１３で縫い込まれることにより、第１布部２及
び第２布部３にパイピング１０が取り付けられている。また、第１布部２及び第２布部３
のそれぞれには、長辺２ｂ，３ｂを含む平状の縁部２ｄ，３ｄが設けられており、縁部２
ｄ，３ｄに突出部１２が挟み込まれている。このようにパイピング１０が掛け布団１に取
り付けられることにより、パイピング１０のうち湾曲した外周面１１のみが露出している
。よって、パイピング１０に対する手触りが更に良好とされている。
【００３２】
　また、パイピング１０は、第１布部２及び第２布部３とは異なる色彩で着色されている
装飾部である。このようにパイピング１０は装飾としても機能する。パイピング１０の色
は、例えば濃い緑色であるが、エンジ色又は茶色等であってもよい。このようにパイピン
グ１０の色が第１布部２及び第２布部３の色と異なっているので、掛け布団１と他の掛け
布団とを容易に識別することが可能であると共に、掛け布団１のデザイン性及び高級感を
高めることも可能となっている。
【００３３】
　次に、本実施形態に係る掛け布団１から得られる作用効果について説明する。
【００３４】
　本実施形態に係る掛け布団１は、幅方向Ｄ１の両端のそれぞれにおいて長手方向Ｄ２に
延びるパイピング１０を備えている。従って、幅方向Ｄ１の両端が重くなることによって
幅方向Ｄ１の両端が垂れ下がるので、幅方向Ｄ１の両端から掛け布団１の下（掛け布団１
とマットレスＭとの間）に空気を入り込みにくくすることができる。
【００３５】
　また、図３に示されるように、長手方向Ｄ２の両端に位置する複数の第２隆起部Ａ２は
、他の隆起部と比較して高く盛り上がっているので、長手方向Ｄ２の両端の第２隆起部Ａ
２が下に下がりやすくなる。従って、長手方向Ｄ２の両端から掛け布団１の下に空気を入
り込みにくくすることができる。このように、掛け布団１の端部から掛け布団１の下に空
気を入り込みにくくすることができるので、掛け布団１の保温性を高めることができる。
【００３６】
　また、長手方向Ｄ２の両端がパイピング１０である場合には、襟元や足元にパイピング
１０が位置するので、使用者の首又は足へのパイピング１０の接触により、使用者に違和
感を感じさせる懸念がある。しかしながら、掛け布団１では、長手方向Ｄ２の両端に第２
隆起部Ａ２が配置されており、長手方向Ｄ２の両端にパイピング１０は配置されていない
ので、上記のような違和感は生じない。
【００３７】
　また、長手方向Ｄ２の両端に位置する複数の第２隆起部Ａ２が他の隆起部と比較して高
く盛り上がっており、掛け布団１は、長手方向Ｄ２への向きを逆にしても、逆にしない場
合と同様に使用できる。よって、掛け布団１を逆に使用しても前述と同様の効果を得るこ
とができるので、使用性及び保温性が高められた掛け布団１とすることができる。
【００３８】
　また、パイピング１０は繊維によって構成されているので、パイピング１０を肌触りが
良好で且つ高いしなやかさを備えた錘部とすることができる。また、パイピング１０が繊
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維製の錘部であることにより、繊維以外の材料で錘部が構成されている場合と比較して、
錘部が身体に当たったときの身体への違和感を低減させることができる。ここで、仮にパ
イピングが重すぎる場合には、隆起部の膨らみが小さくなって掛け布団の保温性が低下す
る懸念がある。しかしながら、パイピング１０が繊維によって構成されている場合には、
他の材料で構成された錘部と比較して重すぎず適度な重さとすることができるので、隆起
部Ａの膨らみが小さくなる懸念を解消できる。更に、繊維製のパイピング１０とすること
により、掛け布団１を洗濯することも可能である。
【００３９】
　また、幅方向Ｄ１の両端に位置する第１隆起部Ａ１の幅は、他の隆起部の幅よりも狭い
。このように幅方向Ｄ１の両端に位置する第１隆起部Ａ１の幅を狭くすることにより、幅
方向Ｄ１の両端から垂れ下がる第１隆起部Ａ１の体積を小さくすることができる。従って
、掛け布団１を幅方向Ｄ１にずれにくくすることができる。
【００４０】
　また、掛け布団１は、ベッドＢ上のマットレスＭに乗せられており、パイピング１０及
び第２隆起部Ａ２はマットレスＭの側面に対向する位置に垂れ下がっている。このように
錘部として機能するパイピング１０をマットレスＭの側面の対向位置に垂らすことにより
、ベッドＢの下から掛け布団１の下に空気を入り込みにくくすることができる。また、第
２隆起部Ａ２をマットレスＭの側面の対向位置に垂らすことにより、上で大きく湾曲する
第２隆起部Ａ２がマットレスＭの縁を丸め込むと共に第２隆起部Ａ２が大きく下に垂れる
ので、ベッドＢの下から掛け布団１の下に更に空気を入り込みにくくすることができる。
【００４１】
　次に、実施例の掛け布団１と比較例の掛け布団とを比較した実験について説明する。前
述したように、掛け布団１は、幅方向Ｄ１の両端で長手方向Ｄ２に延びるパイピング１０
と、長手方向Ｄ２の両端でより高く盛り上がる第２隆起部Ａ２とを備えている。比較例の
掛け布団は、上記のパイピング１０及び第２隆起部Ａ２のいずれも有しない。
【００４２】
　この実験は、温度２０℃、湿度６５％とした人工気象室内に、図１に示されるようなベ
ッドＢ及び２枚のマットレス（厚さ約２５ｃｍ）を配置すると共に、サーマルマネキンを
マットレスの上に配置した後にサーマルマネキンの上に掛け布団を配置した。そして、サ
ーマルマネキンの表面温度を４０℃にした後にサーマルマネキンの熱源を切ると共に、扇
風機でサーマルマネキンの足元に微風を当ててサーマルマネキンの表面温度の変化を観察
した。
【００４３】
　この実験の結果を図６（ａ）に示す。図６（ａ）の実線は実施例の掛け布団１を用いた
場合の温度変化を示しており、図６（ａ）の破線は比較例の掛け布団を用いた場合の温度
変化を示している。図６（ａ）に示されるように、パイピング１０及び第２隆起部Ａ２を
有する掛け布団１では、比較例の掛け布団よりもサーマルマネキンの表面温度が高い状態
が維持されている。掛け布団１を用いた場合の表面温度と、比較例の掛け布団を用いた場
合の表面温度との差の最大値は約２．０℃であり、体感で分かる程度の差であった。従っ
て、掛け布団１を用いた場合には、比較例の掛け布団を用いた場合よりも明らかに温度が
高い状態を維持することができ、掛け布団１は、比較例の掛け布団よりも熱が逃げにくく
高い保温性を有することが分かった。
【００４４】
　また、図６（ｂ）は、実施例の掛け布団１を用いた場合であって、第２隆起部Ａ２を上
に向けて用いた場合と、第２隆起部Ａ２を下に向けて用いた場合とを比較した実験の結果
を示している。図６（ｂ）の実線は第２隆起部Ａ２を上に向けて使用した実験の結果を示
しており、図６（ｂ）の二点鎖線は第２隆起部Ａ２を下に向けて使用した実験の結果を示
している。
【００４５】
　図６（ｂ）に示されるように、第２隆起部Ａ２を上に向けて使用した場合、第２隆起部
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Ａ２を下に向けて使用した場合よりもサーマルマネキンの表面温度が高い状態が維持され
ている。第２隆起部Ａ２を上に向けた場合の表面温度と、第２隆起部Ａ２を下に向けた場
合の表面温度との差の最大値は約１．３℃であった。従って、第２隆起部Ａ２を上に向け
て使用した場合には、第２隆起部Ａ２を下に向けて使用した場合よりも温度が高い状態を
維持することができ、第２隆起部Ａ２を上にした場合の方が熱が逃げにくく高い保温性を
有することが分かった。但し、第２隆起部Ａ２を下に向けて使用した場合であっても、比
較例の掛け布団よりは温度が高い状態を維持できたので、比較例よりは良好な結果であっ
た。
【００４６】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は、前述した実施形態に限定され
ることなく、請求項に記載した要旨を変更しない範囲において変形してもよい。すなわち
、本発明は、特許請求の範囲に記載した要旨を変更しない範囲で種々の変形が可能である
。
【００４７】
　例えば、前述の実施形態では、４本の第１マチ部４と４本の第２マチ部５とが設けられ
る例について説明したが、第１マチ部及び第２マチ部の本数は上記に限定されず適宜変更
可能である。また、前述の実施形態では、羽毛で構成された内容物６について説明したが
、掛け布団の内容物としては、例えば、綿（コットン）、合繊（ポリエステル）、羊毛（
ウール）又は真綿等、種々の材料を用いることが可能である。更に、前述の実施形態では
、錘部が繊維製のパイピング１０である例について説明したが、錘部は、例えば樹脂等、
繊維以外の材料で構成されていてもよい。
【００４８】
　また、前述の実施形態では、錘部が極太パイピングである例について説明したが、錘部
の形状及び大きさについても上記の例に限定されず適宜変更可能である。例えば、錘部は
、第１布部２、第２布部３、及び内容物６よりも比重が大きいものであれば、細い紐状の
パイピングであってもよい。
【００４９】
　また、前述の実施形態では、他の隆起部よりも高く盛り上がる第２隆起部Ａ２が長手方
向Ｄ２の両端に設けられる例について説明した。しかしながら、第２隆起部Ａ２は、長手
方向Ｄ２の一端のみに設けられていてもよく、要は、長手方向Ｄ２の両端の少なくとも一
方に設けられていればよい。
【００５０】
　また、前述した実施形態では、ベッド用の掛け布団１について説明した。しかしながら
、本発明に係る掛け布団は、例えば敷布団の上で用いられる等、ベッド用以外の掛け布団
であってもよい。
【符号の説明】
【００５１】
１…掛け布団、２…第１布部、２ａ…短辺、２ｂ…長辺、２ｄ…縁部、３…第２布部、３
ａ…短辺、３ｂ…長辺、３ｄ…縁部、４…第１マチ部、５…第２マチ部、６…内容物、１
０…パイピング（錘部）、１１…外周面、１２…突出部、１３…糸、Ａ…隆起部、Ａ１…
第１隆起部、Ａ２…第２隆起部、Ａ３…第３隆起部、Ｂ…ベッド、Ｃ…中心、Ｄ１…幅方
向、Ｄ２…長手方向、Ｄ３…厚さ方向、Ｌ１…基準線、Ｍ…マットレス、Ｐ…途中部分、
Ｓ…内部空間、Ｔ…タック。
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